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笹
浪
　

保
議
員
（
公
明
党
）

　

地
域
経
済
の
再
生
に
向
け
、

自
治
体
独
自
の
産
業
政
策
を
持

つ
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
市
は
中
小
企
業
振
興
基
本

条
例
を
制
定
し
、
市
内
業
者
を

支
援
す
べ
き
で
あ
る
が
、
市
の

見
解
を
問
う
。
ま
た
、
条
例
制

定
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
　

長
期
的
な
展
望
を
持
っ
て
、

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
制
定
の
考
え
は

平
成
22 
年
秋
頃
ま
で
に
方
向
性
示
し
た
い

市内業者育成

社
会
情
勢
の
変
化
や
他
市
の
状

況
等
を
注
視
し
な
が
ら
、
商
工

会
議
所
を
始
め
、
関
係
団
体
の

意
見
を
聞
き
、
新
た
な
条
例
を

制
定
す
る
こ
と
に
よ
る
経
済
効

果
も
含
め
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
制
定
の
見
通
し
は
、

具
体
的
に
定
め
て
い
な
い
が
、

平
成
22
年
の
夏
か
ら
秋
頃
ま
で

に
は
、
そ
の
方
向
性
を
示
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

金
子
貞
作
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

貧
困
と
失
業
問
題
が
深
刻
と

な
っ
て
お
り
、
市
内
業
者
も
疲

弊
し
て
い
る
。
市
と
し
て
市
内

業
者
の
支
援
に
ど
う
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。
ま
た
、「
政
治
と

カ
ネ
」
の
問
題
が
政
治
を
ゆ
が

め
、
国
民
の
信
頼
を
失
わ
せ
て

い
る
。
市
長
は
市
と
請
負
関
係

に
あ
る
業
者
な
ど
の
利
害
関
係

者
か
ら
献
金
を
も
ら
わ
な
い
と

市
と
し
て
支
援
に
ど
う
取
り
組
む

商
工
会
議
所
等
と
連
携
し
活
性
化
図
る

市内業者育成

断
言
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
　

市
内
業
者
の
育
成
が
重
要

で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

今
後
は
商
工
会
議
所
等
と
の
連

携
を
更
に
深
め
、
市
内
経
済
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
政
治
資
金
規
正
法
で

は
、
公
職
に
あ
る
者
に
対
す
る

企
業
か
ら
の
献
金
は
禁
止
さ
れ

て
お
り
、
市
長
と
し
て
献
金
を

受
け
取
る
こ
と
は
な
い
。

佐
藤
義
一
議
員
（
市
民
連
合
）

　

高
校
新
卒
者
の
就
職
内
定
率

は
、
平
成
21
年
11
月
末
現
在
で

約
60
％
と
い
わ
れ
て
い
る
。
高

校
新
卒
者
は
、
国
や
社
会
が
保

護
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
未
成
年
で
あ
る
。
人
生
の
第

一
歩
を
国
や
社
会
が
拒
否
す
る

こ
と
は
、
義
務
放
棄
だ
と
思
う
。

市
と
し
て
、
就
職
支
援
に
ど
う

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

市
と
し
て
ど
う
取
り
組
む

商
工
会
議
所
へ
協
力
を
要
請

高校新卒者の就職支援

答
　

就
職
氷
河
期
の
再
来
と
い

わ
れ
る
状
況
の
中
で
、
高
校
生

の
就
職
内
定
が
厳
し
い
状
況
に

あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

市
と
し
て
も
、
市
が
収
集
し
た

求
人
情
報
を
市
内
の
高
校
に
提

供
す
る
な
ど
の
支
援
を
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
市
川
商
工
会

議
所
に
対
し
て
就
職
支
援
の
協

力
を
要
請
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

二
瓶
忠
良
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

小
規
模
工
事
者
の
登
録
制
度

を
設
け
、
名
簿
に
登
載
し
た
地

元
中
小
業
者
に
工
事
を
発
注
す

る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。
本

市
の
小
規
模
工
事
件
数
は
３
千

件
以
上
、
総
額
６
億
円
以
上
で
、

制
度
を
活
用
す
れ
ば
地
域
経
済

の
活
性
化
、
市
内
中
小
業
者
の

育
成
な
ど
に
つ
な
が
る
。
導
入

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

小
規
模
工
事
者
登
録
制
度
の
新
設
は

市内業者育成

答
　

本
市
で
は
、
制
度
を
導
入

し
て
い
な
い
が
実
際
に
は
小
規

模
工
事
者
へ
の
発
注
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
制
度
は
、
市
内
企

業
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
可
能

性
も
あ
る
が
、
既
存
の
企
業
へ

の
発
注
へ
の
影
響
や
対
象
と
す

る
金
額
の
問
題
も
あ
る
。
他
市

の
実
績
も
参
考
に
、
本
市
に
ふ

さ
わ
し
い
制
度
と
し
て
活
用
で

き
る
か
研
究
し
て
い
き
た
い
。

勝
亦
竜
大
議
員
（
社
民
・
市
民
）

　

平
成
21
年
の
年
末
に
行
わ
れ

た
市
川
市
年
末
年
始
生
活
相
談

の
一
部
と
し
て
無
料
宿
泊
施
設

が
用
意
さ
れ
て
い
た
が
、
利
用

者
が
無
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

積
極
的
な
広
報
を
怠
っ
た
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、
市
は
、
そ
の

理
由
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
今
後
こ
の
教
訓
を

ど
う
生
か
し
て
い
く
の
か
。

無
料
宿
泊
施
設 

利
用
が
無
か
っ
た
理
由
は

都
の
公
設
派
遣
村
へ
相
談
者
が
移
動

年末年始生活相談

答
　

利
用
者
が
無
か
っ
た
理
由

と
し
て
は
、
東
京
都
の
公
設
派

遣
村
の
存
在
が
報
道
さ
れ
、
相

談
者
が
派
遣
村
へ
移
動
し
た
こ

と
等
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

開
設
決
定
か
ら
実
施
ま
で
期
間

が
短
く
、
十
分
な
広
報
が
出
来

な
か
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

今
後
は
、
早
期
に
方
針
を
決
定

し
、
広
報
活
動
を
徹
底
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

小
林
妙
子
議
員
（
公
明
党
）

　

平
成
21
年
８
月
、
東
京
外
郭

環
状
道
路
千
葉
区
間
内
の
高
谷

地
先
の
国
道
３
５
７
号
か
ら
京

葉
道
路
市
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
付
近
ま
で
の
約
３
km
が
暫
定

道
路
と
し
て
開
通
し
た
。

　

高
谷
、
田
尻
地
域
の
住
民
か

ら
開
通
後
の
歩
行
者
の
安
全
と

道
路
冠
水
対
策
に
つ
い
て
多
く

の
要
望
が
出
て
い
る
。
国
任
せ

地
域
住
民
の
要
望
に
早
急
な
対
応
を

関
係
者
と
協
議
し
解
決
策
の
方
向
性
出
す

東京外郭環状道路建設

で
な
く
市
が
調
査
を
行
い
、
早

急
に
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　

道
路
沿
線
住
民
か
ら
要
望

が
あ
っ
た
注
意
看
板
の
設
置
等
、

対
処
済
み
の
事
項
も
あ
る
が
、

対
応
が
困
難
な
事
項
も
、
現
時

点
で
何
ら
か
の
対
策
を
事
業
者

に
要
望
す
る
。
ま
た
、
道
路
冠

水
に
つ
い
て
も
関
係
者
と
協
議

し
、
数
カ
月
以
内
に
解
決
策
の

方
向
性
を
出
し
た
い
と
考
え
る
。

加
藤
武
央
議
員
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

　

平
成
23
年
に
も
地
方
議
会
議

員
年
金
が
破
綻
す
る
問
題
で
、

総
務
省
は
同
制
度
の
廃
止
案
と

存
続
案
を
有
識
者
会
議
に
諮
問

し
た
。
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
は

現
職
議
員
、
年
金
受
給
者
で
あ

る
退
職
議
員
、
市
負
担
金
に
も

多
大
な
影
響
が
出
る
。
地
方
議

会
議
員
年
金
掛
け
金
等
の
現
状

と
本
市
財
政
へ
の
影
響
を
問
う
。

廃
止
案
と
存
続
案
を
諮
問 

そ
の
影
響
は

不
明
な
点
が
多
く
試
算
が
難
し
い
状
況

地方議会議員年金

答
　

議
員
一
人
当
た
り
の
掛
け

金
は
年
間
約
１
３
９
万
７
千
円
。

市
負
担
金
も
議
員
一
人
当
た
り

約
１
１
８
万
８
千
円
、
平
成
20

年
度
決
算
ベ
ー
ス
で
は
全
議
員

で
約
５
千
万
円
の
支
出
と
な
る
。

廃
止
か
存
続
か
を
国
が
ま
だ
決

定
し
て
い
な
い
の
で
不
明
な
点

が
多
く
、
市
財
政
へ
の
影
響
、

議
員
掛
け
金
に
つ
い
て
も
試
算

が
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
制
度
を
検
討

田
尻
の
道
路
冠
水
地
域

鈴
木
啓
一
議
員
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）

　

私
は
平
成
18
年
２
月
定
例
会

で
ハ
イ
タ
ウ
ン
塩
浜
か
ら
Ｊ
Ｒ

市
川
塩
浜
駅
ま
で
の
バ
ス
路
線

の
迂
回
延
長
を
お
願
い
し
た
。

こ
の
お
願
い
か
ら
市
と
バ
ス
会

社
の
協
議
が
始
ま
り
、
市
川
塩

浜
駅
か
ら
東
西
線
浦
安
駅
に
至

る
バ
ス
路
線
が
よ
う
や
く
新
設

さ
れ
た
。
長
年
不
便
を
か
け
て

き
た
地
域
住
民
等
に
は
大
変
喜

ば
し
い
事
で
あ
る
。
運
行
経
路

と
運
行
時
間
を
問
う
。

答
　

質
問
者
か
ら
の
ご
指
摘
が

契
機
と
な
り
、
バ
ス
会
社
へ
の

要
望
書
の
提
出
、
協
議
を
経
て
、

開
設
に
至
っ
た
。
ハ
イ
タ
ウ
ン

塩
浜
や
東
京
ベ
イ
・
浦
安
市
川

医
療
セ
ン
タ
ー
等
を
経
由
し
、

午
後
６
時
台
を
除
く
平
日
の
午

前
10
時
か
ら
午
後
８
時
台
ま
で

１
時
間
に
１
本
の
運
行
と
な
る
。

ＪＲ市川塩浜駅からの新バス路線
地域住民に喜ばれる新路線の経路は

ハイタウン塩浜等を経由する

交 通

道 路

議 会

荒
木
詩
郎
議
員
（
民
主
ク
ラ
ブ
）

　

市
長
は
新
年
度
に
向
け
て
、

新
た
な
経
済
対
策
を
検
討
し
て

い
る
と
聞
い
た
。
新
た
な
商
工

振
興
策
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な

施
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
。

答
　

市
内
の
中
小
企
業
の
経
営

状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も

の
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
中
小
企
業

融
資
対
策
と
し
て
は
、
緊
急
措

置
と
し
て
既
往
借
入
金
の
借
り

新
年
度
の
新
た
な
施
策
は

企
業
の
相
談
担
当
な
ど
新
設

経 済 対 策

換
え
、
制
度
融
資
利
率
の
引
き

下
げ
を
新
た
に
実
施
す
る
。
ま

た
、
高
い
技
術
を
持
つ
市
内
中

小
企
業
者
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
紹
介
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
の
手
助
け
を
す
る
制
度
や
、

企
業
経
営
に
関
す
る
「
な
ん
で

も
相
談
担
当
」
を
設
置
し
、
様
々

な
相
談
に
対
し
て
商
工
会
議
所

と
も
連
携
し
て
対
処
し
て
い
き

た
い
。

経済・雇用・福祉
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